
研究紀要 

令和３年度 三郷市教育委員会委嘱  「体力向上推進研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度の新体力テストは多くの項目で県平均を超えているが、持

久力・投力など１５項目で平均を下回った。さらに、標準偏差は、13.1

と市内小学校と比べても大きく、「体力の二極化」が本校でも課題である。 

    情意面でのアンケートでは「運動が好き」と答えた児童は、87.4%い

るものの、そうでない児童も 12.6%いる。その理由は「できないから」

といった技能面での課題、「すぐにあきらめてしまう」といった情意面で

の課題が多く、学習・生活・人間関係に表れている様子も伺える。 

   上記の実態を踏まえ、研究主題を『主体的に取り組み、学びあう児童

の育成』とした。研究主題に迫るために自らの「伸び」を実感し、互い

に認め合うことのできる授業や体育的な活動を行うことが必要であると

とらえ、副題を設定した。主題に迫るためには意図的・計画的に「でき

る－楽しい」「仲間と－楽しい」を積み重ねる授業を行うことだと考える。   

単元を通して児童の課題を見極め、きめ細かな指導で個々の成長を促し、

自らの伸びを実感できる取り組みを教職員が一丸となって進めていくこ

とで、体力向上を通して学校としての一体感と教育力の向上をも生み出

す一助としていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 男子 女子 総合 平均得点 

平成 30年度 12..62 14.25 13.54 53.76 

令和元年度 12..60 13.53 13.10 54.27 

2 研究の概要 

＜研究主題＞丹後っ子パワーＭＡＸ！！ 

主体的に取り組み、学びあう児童の育成 
～互いに認め合い、レベルアップできる実践を通して～ 

 （１）主題設定の理由 

（２）研究仮説 

「わかる」「できる」を多く味わうことができれば、児童一人一人が主

役となって体力を高めることができるであろう。 

・「ねらい」の明確化と「ねらい」に正対した「振り返り」を行う 

・スモールステップの学習課題を提示し、課題解決のための指導法の 

工夫改善を行う。授業モデル『丹後スタイル』の確立 

・「わかる」「できる」を味わわせる小さな「できた」をたくさん感じさせ 

る授業実践。（ICTの効果的な活用） 

仲間と共に学ぶ楽しさを味わわせ、自己有用感や集団所属感を持

たせれば、児童一人一人が主役となって体力を高めることができるで

あろう。 

・集団で達成感を味わうことのできる学習活動の工夫 

・ペア学習・グループ学習の効果的な活用 

・児童一人一人のよさや伸びを発揮できる学習活動・指導の工夫 

・一人一人の伸びを適切に評価し、児童にフィードバックする工夫 

 
 丹後小の「体力の向上」 

目指す児童の姿→学校教育目標「元気で頑張る子」 
・身体的要素→個人差に応じた運動で技能を伸ばす。 

           →健康な身体づくりのための運動習慣を定着させる。 

・精神的要素→仲間とともに学び合う方法を身につけさせる。 

           →ストレスに対処する方法を身につけさせる。 

丹後小体力向上推進委員会の指針 

・「体育の授業」だけではなく、学校生活・家庭生活を通して体力の 

向上を図る。 

・個に応じた指導で、一人一人を確実に伸ばす授業・取り組みを実 

践する。 

・仲間とのかかわりを積極的に促すための手立てを共有し、体育の 

授業だけでなく日々の授業で実践化する。 

・教職員のスキルアップのための積極的な研修（実技と理論）。 

・すべての教科で「できる－わかる－楽しい」を味わわせる。 
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性別 男子〔８項目〕 女子〔８項目〕 合計〔１６項目〕 

比較 ○ － × ○ － × ○ － × 

１年 7 ０ 1 7 ０ 1 14 ０ 2 

２年 5 ０ 3 4 ０ 4 9 ０ 7 

３年 8 ０ 0 8 ０ 0 16 ０ 0 

４年 7 ０ 1 7 0 1 14 ０ 2 

５年 6 ０ 2 7 ０ 1 13 ０ 3 

６年 8 ０ 0 7 ０ 1 15 ０ 1 

 

１ 本校の実態 

各種調査より 

（１）令和元年度新体力テスト 学年別県平均との比較 

（２）新体力テスト標準偏差値と平均得点の推移（平成 30年度・令和元年度） 

（３）体育に関するアンケート（令和２年 7月実施） 

96項目中 15項目県平均を下回る（約 16％） 

特に「持久力」「投力」に課題 

標準偏差値・平均得点共に改善傾向 

市内平均値（12.65）との比較し 

標準偏差値が大→「二極化」が課題 
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＜研究主題＞丹後っ子パワーＭＡＸ！！ 

主体的に取り組み、学びあう児童の育成 

～互いに認め合い、レベルアップできる実践を通して～ 

運動に対し

て、「嫌い」と

答えた児童

が 12 ％ ～

13%の割合

でいる。 

できる－わか

ると「好き」

になる。でき

ない-わから

ないと嫌いに

なる。運動に

対する恐怖

感もある。 

10％の児童

が協力するこ

とや、頑張る

ことを困難に

感じている。 

仮説１ 

視点〈目指す児童像〉 

・何事にも全力で取り組み自己の伸びを肯定的に捉えられる児童  

・運動の得手不得手にかかわらず、最後まで粘り強く取り組む児童 

・体育だけでなく継続的に運動に親しむ児童 

視点〈目指す児童像〉 
・自分に自信が持てる児童 
・仲間の成果を自分事のように喜び、互いに認め合う児童 
・体育だけでなく継続的に運動に親しむ児童 

詳細資料はこちら⇒ 



 

 

① 校内授業研究会 全学級体育の授業研究会を実施 

９月１７日(木) 東部教育事務所教育支援担当訪問 

斉藤 恵美子教諭 ２年１組 マットを使った運動遊び 

濱本 乃々子教諭 ５年２組  ベースボール型 

９月３０日(木) 校内授業研究会 

   小林 将悟 教諭 ４年２組 ゴール型ゲーム 

   田代 哲士 教諭 ６年２組 マット運動 

１１月１２日(金) 体力向上研究発表(本日の授業) 

  衛藤 景子 教諭 １年２組 マットを使った運動遊び 

  関根 恵  教諭 ２年１組 ボールゲーム 

  金井 瞭太 教諭 ３年２組 小型ハードル走 

  横田 昂祐 教諭 ４年１組 保健 

  尾形 慧  教諭 ５年１組 ハードル走 

  黒羽 雄太 教諭 ６年３組 表現運動   

２月１４日(月)校内授業研究会 

   佐久間かおり教諭 １年１組 ボールゲーム 

   八代 徳子 教諭 ３年１組 ネット型ゲーム 

② 実技研修 

   毎月１回テーマを決めて実施（詳細は裏面） 

③ 定例の研修会 

   毎週木曜日・隔週月曜日を研修日と定め、体育を中心に実施 

 

① 健康貯金調査(学期に１回・５月.９月.１月） 

② 学校保健委員会 

③ 心肺蘇生法・エピペン研修会 

④ 歯に関する講座の実施 

⑤ 薬物乱用防止教室 

⑥ 性に関する指導 

⑦ 身体計測を活用した児童への講座 

・手の洗い方講座・よい姿勢講座 

・歯の磨き方講座 

⑧ 保健委員会による統計グラフコンクールの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 男子 女子 総合 平均得点 

令和元年度 12..60 13.53 13.10 54.27 

令和３年度 12..44 11.86 12..24 55.31 
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4 成果と課題 

仮説の検証と考察 

（２）令和元年度・令和３年度新体力テスト標準偏差値と平均得点の推移 

新体力テスト総合評価 A+B+C児童 95.8% 
新体力テスト県平均値超 96/96項目（15項目 UP） 
新体力テスト平均得点 1.04ポイント UP 
標準偏差値 0.86ポイント改善（女子が顕著） 

（３）令和２年度（７月）・令和３年度（7月）情意面の変容  

80

85

90

95

Ｒ２ Ｒ３

①運動好き

80

85

90

95

Ｒ２ Ｒ３

②体育好き

85

90

95

Ｒ２ Ｒ３

③

88

90

92

94

Ｒ２ Ｒ３

④協力好き最後まで 
諦めない 

（４）令和２年度１学期・令和３年度２学期における健康貯金（保健）の変容  

「運動好き」「体育好き」「諦めない」「協力好き」の割合が向上 

 
＜丹後小児童の課題＞ 
「外遊びの習慣が身についていない」「残菜率が高い」「寝る時刻が遅い」 

「運動習慣」「給食を完食できる児童」「基本的な生活習慣」の数値が向上 

（３）研究組織 

（4）研修の計画（体育に関する研修 令和 3年度４４回実施） 

（5）健康教育に関する取組計画 
仮説１について 

・「丹後スタイル」の確立や技能研修会、学習過程の工夫を実践したことで、「わかっ 

た」「できた」で溢れる授業が増え、児童の技能や運動好き児童が増えた。 

・教材教具開発により児童の自己評価が容易になり学習の成果が明確になった。 

・思いきり運動できる場・教材、教具づくりにより児童の運動量が向上できた。 

仮説２について 

・学習の中で集団所属感を継続して味わわせることで仲間とのかかわりが増加し、 

「諦めない児童」「協力できる」児童が育成できた。 

・休み時間の使い方改善・家庭運動により授業外の運動習慣が身についてきた。 

・児童自身の自主的な取り組みの推奨（委員会との連携）や一人一人の伸びを適切 

に評価することで一人一人が率先して運動に取り組むようになった。 

・健康教育の継続により基本的な生活習慣が改善した。 

→児童の体力向上！（互いに認め合い、レベルアップすることができた!） 

（１）令和三年度新体力テスト 学年別県平均との比較 

統計協会会長賞 

・誰一人取り残すことのない体育授業・取組についての研究の継続。 
・児童が豊かなスポーツライフを実現するために、長期的な視点を持った取 
組の研究。 
あ 

 


